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船越村小谷鳥と同村大浦とは某距離約
２粁ありて両者の境界をなす分水嶺の
標高は２５米乃至３０米である。・・・・津
浪は・・昭和8年度１２米、明治29年度
17.2米と計測され両者共に分水嶺に達
し得なかった。伝説に拠れば慶長16年
のものは峠を越えて大浦へ侵入したと
の事であるから、小谷鳥海岸に於ては
25米位の高さであったらしい。
今村明恒（１９３４）

平成津波
（国土地理院）

平成津波の測定値
小谷鳥漁港：26m(R)
山田湾大浦：11m(I)
（東京大学・東京海洋大・

ジョージア工科大 ）
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山奈宗真、遠野生まれ、
当時49歳。



宮古周辺の津波と被害

「宮古村の海浜通りは一軒もなく無残波にとられ人死多く御
座候，僅かに黒田村の山辺に数戸が残る」（宮古由来記）の
みで，約200軒が流失したという。また，鍬が崎ではその波
が蛸の浜を越え，横山八幡宮，和見館間（たてま）にあった
常安寺，本町の代官所なども流されたと伝えられる。 （宮古
大年表）

「磯鶏 ○北村福太郎の家に石垣まで慶長の津浪打上たり
と云う。海岸より2百5，60間（460m程度）」（山奈宗真）

「○中島の古書によると、慶長16年10月28日津浪あり 津
軽石にて150人死亡とあり」（山奈宗真）



慶長津波時の宮古口碑

八幡山麓にあった常安寺は住職が小山田に法要で留守中流された。

鍬ｹ崎では、蛸ノ浜を越えた波と宮古湾を、めぐって北進した激浪
がはげしくぶつかって、家屋を倒壊流失して、ほとんどの住家と人
畜を押し流した。当時宮古村、黒田村（沢田、横町、小沢の一帯）
で民家ニ百余戸の内、わずかに数軒が小沢の方に残っただけ。

大槌津軽石は市日故人余余死申候、宮古町家寺等も被取候上人死候
事百人余くわか崎之事相知不申候、なみ先小山田千徳迄参候由小山
田より八十（木?)沢へ参候道柿沢と申所有之候、右之所へ仙台より参

り候五大刀船おし上、かきにても積候哉、其之所破船くしがゆ沢中
に有之候付、其之節より柿沢と申伝候由に御座候、そげい高浜之義
知不申候、牛馬人共に確と知れ不申候

（梅荘見聞録・古実伝書記）



鍬ｹ崎では、蛸ノ浜を越えた波
と宮古湾を、めぐって北進した
激浪がはげしくぶつかって、家
屋を倒壊流失して、ほとんどの
住家と人畜を押し流した。



蛸の浜

昭和津波高 約６米

明治津波高 約１３米
流失家屋２７４戸
死者２８名

慶長津波は峠を越えた。
昭和１２年６月１３日
鍬ヶ崎青年団 建立



代官所

常安寺

一本柳

旧山口川

宮古町家寺等も被取候上人死候事百人余（梅荘見聞録・古実伝書記）

当時宮古村、黒田村（沢田、横町、小沢の一帯）で民家ニ百余戸
の内、わずかに数軒が小沢の方に残った

横山八幡宮，和見館間にあった常安寺，本町の代官所なども流された



宮古市田の神１丁目
言い伝えに拠れば，この場所に柳の大木あり、一本柳と呼ん

だ江戸時代のヨダ（津波）は宮古にも大被害を与えた，津波に
より山口川逆流せる波に乗って来たダンベ（舟）を一本柳に繋
留したと伝えられている。
（現在の碑は移設されて西町3丁目にある）



平成津波浸水域 （国土地理院）との比較

代官所

一本柳

常安寺



なみ先小山田千徳迄参候由小山田より八
十（木?)沢へ参候道柿沢と申所有之候、
右之所へ仙台より参り候五大刀船おし上



大槌津軽石は市日故人余余死申
候（梅荘見聞録・古実伝書記）

「○中島の古書によると、慶長16
年10月28日津浪あり 津軽石に
て150人死亡とあり」（山奈宗真）

磯鶏
北村福太郎の家に 石垣まで 慶
長の津浪 打上たりと云う
凡 海岸より二百五、六十間の所
にあり。（山奈宗真）



（岩手県津波史）（森嘉兵衛）

・・・・梅内佑訓の「聞老遺事」には「南部津
軽ツナミ男女溺死三千余人」と言っている
からかなりの被害であったらしい。人口の
状態から見ると今日の約四分の一位で
あったのに，今回（昭和8年）位の被害が
なったのだからかなり激しい津波だった事
が想像される。



公助の最初の記録

（宮古由来記）慶長十九年（十六年）十月廿八日昼八つ時に大
津波にて門馬・黒田・宮古以の外に騒動にて小元助兵衛御朱
印御証文並御用帳共取為持後の館山に遁登り候，同七つ下
刻の頃大方に水引申候，海辺通は一軒も不残波にとられ，人
死多く御座候，家とられ候ものは路道にまよひ申候に付，小
元助兵衛見分に廻り，見届の後森岡へ申上候て身帯相応に
御助金被下置候

（三陸沿岸海嘯史） 東京日日新聞 岩手版 昭和8年3月
－4月
・・・・小本助兵衛見分に廻り，見届の後森岡（盛岡）へ申上
候て身代相応に御助金被置候・・・
とあり，現今と同様救恤金が出たが応急の処置として衣食
糧品を送るなんといふわけにはゆかなかった。・・・・



公助の次の記録

• 1677年延宝房総沖津波

平藩では被災者を新しく中間として50人を採用、薬用にと
米３石を与えた、津波で田に砂が入り不作となったので年貢
を免除した。（平藩万覚書）

• 1703年元禄地震

小田原藩は2代藩主大久保忠増の時であったが、7日間延
べ29,323人に粥を施した。もっとも、地震の際には藩主は
江戸に居たらしく、米穀蔵の役人が許可を得る時間がない
と独断で米蔵を開いた。後に賞せられたと云うが、名前も伝
わって居らず真偽の程は判らない。伊豆でも、宇佐見村など
７ヶ村に590俵の米を御年貢蔵から下げ渡したとの記録が
ある。



１６１５年の町割り
4月1日、盛岡藩2代

藩主南部利直が慶長
大津波の被害准市の
為出発。30日ほど宮
古に滞在。

5月3日、南部利直
は黒田村を割いて宮
古村を立てる。復興
計画の起点として本
町を据え町割りを指
図し、藩の外港とし
て宮古湊（鍬が崎）
を開いた。

（宮古大年表）

山口川

常念寺

1632年、代官小本
助兵衛が町割り。新
町、田町、横町、御
水主町（現向町）。
（宮古大年表）



復興した宮古村の戸数（元禄５年）

御仮屋下 １６
（他に風呂屋１）

本町 ３９

横町 ４０

荒町 ５３

田町 １９ 御水主町 ３１

宮古村 １９８
（他に風呂屋１）

黒田村 １５７
（他に風呂屋１）


